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釣り方について考える （2017/9/5～2021/1/13の釣り日記からのまとめ）

トップウォーターでの釣り方

トップウォータープラグ

○透明を基本と考える。よく釣れるルアーを軸にして、時々、色やルアー、釣り方を変えてみる。(2018/3/2

6)

→ 現在、「透明」、「半透明」、「ペレット調のねずみ色」がよいと考えている。

トイッチと止め

○トップウォーターは、水しぶきを立ててトイッチ＆止めで釣った。ツレはこれでずっと釣っていた。ツレのト

イッチは止めの時間が短い。(2018/6/2)

○デカミッツの「トイッチと止め」で入れ掛かりとなった。なぜか掛かってくるのは、ベリーのフックではなく、

テールフックばかりである。ミッツドライよりデカミッツの方が良い。小さい方が必ずしもよいとは限らないと

いうことだ。(2019/4/8)

・デカミッツ 半透明 たくさん

・サーフェスエアブローF カモフラペレットオールスターズ 数尾

○ライズがあるのでトップを試した。キャールフロート クリアで、「トイッチ（または、巻き）で水しぶきを上げ

て、止める」を試した。ヒット。しかし、やがてアタックしてくるも掛からなくなった。鈎をチェックしたところ、ベ

リーフックがなくなっていた。テールフックをはずし、ベリーフックにセットした。これで掛かるようになった。

下から喰い上がってくるのだから、ベリーフックに掛かるということだろう。リリースするときリリーサーを使う

ため、鈎は一本がよいと思っている。トップのルアーは、ベリーフックだけでよいということだ。(2020/1/19)

・キャールフロート クリア トップ ５尾

→ しかし、現在はテールフックのみを付けている。

○トップウォーターでたくさん釣れた。水面上を10㎝くらい激しく動かして水しぶきを出すというイメージで

釣った。(2020/9/8)

トイッチのやり方

①トイッチをする。（竿先を手前に引く）

②竿先を手前に引いたら、すぐに竿先を元の位置に戻す。

③竿先を元の位置に戻したら、糸を巻く（糸ふけを取る）。

○トイッチを入れたらすぐに竿先を戻すことである。これにより、ルアーが動く距離はごく僅かになる。②で

竿先を戻すことで（そういう意識により）、竿先を長く引くことがなくなる。竿先を長く引くと、ルアーが大きく

動いたり、時には水面から飛び出したりする。(2020/10/7)

→ 現在、水しぶきを出して短い距離を移動させる方法として多用している。

シェイク

○表層にマスがあまりいない。ライズもない。しかし、夕方に近づいてきたのでトップを試した。デカミッツで

シェイクした。これが良かった。連続ヒット。初めてシェイクをやってみた。水面直下でのシェイクでは反応

なし。水面上をシェイクすると当たってきた。(2018/5/3)

○デカミッツで水しぶきを立ててトイッチ＆止めで反応がなくなったとき、シェイクで２尾釣った。(2018/6/2)

○デカミッツ 半透明を投げた。「トイッチ＆止め」ではマスが寄ってこない。シェイクしてみた。これで２～３

尾釣った。

釣りを楽しむ

http://zissen-kiroku.sakura.ne.jp/fish/
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・デカミッツ 半透明 トップでシェイク ２～３尾

引き波を立てながらリトリーブ

○トップウォーターで、波立たせるようにトゥイッチしたが今一だった。サーフェスエアブローFで引き波を立

てながらリトリーブした方が良かった。(2018/5/27)

○トップを試してみた。デカミッツで「水しぶきを飛ばして待つ（トイッチ＆止め）」をやるが、今一、反応がな

い。引き波を立てながら、ゆっくりリトリーブした。これが良かった。初めに５尾、時間を置いて３尾釣った。

一方がラトル入り透明で、他方がラトルなしの透明である。(2019/6/18)

トイッチの連続とシェイク、デジ巻き

○釣り方としては、シェイク、トイッチの連続、トイッチと止め、デジ巻きである。トイッチの連続とシェイクでは

泳ぎが変わる。シェイクでは細かく揺れ動き、トイッチのれんぞくでは揺れがそれより大きくなる。(2018/5/

3)

トップウォータープラグで釣れなくなったらスプーンで

○DVDでトップウォーターのルアーで釣れなくなったら、横に引くスプーンを入れる」とあったので、マイクロ

スプーンを使った。ベッキー0.6ｇ白ウサギで１尾ゲットした。(2018/3/26)

○トップで掛からなくなってきた。「トップウォーターで釣れなくなったら、表層をスプーンで探る。」と雑誌に

あったことから、マイクロスプーンを投げた。(2019/4/8)

・ダイワ ムーブ0.8g薄緑 1～2尾 ・ベッキー0.35g銀ピンク 1～2尾

強い風

○活性が上がっている。トップを試すことにした。以前、強い風が吹いていたとき、マイクロクラピーSRが良

かったので、それを選んだ。‘トイッチ、止め’よりリトリーブによく反応した。

・マイクロクラピー SR クロコ 表層 リトリーブ 3尾

表層をリトリーブ

○ライズがあったので、プチモカSR(SS)ミドビィーノで表層を釣ることにした。（2020/1/19）

・プチモカSR(SS)ミドビィーノ ５尾 表層 超低速ステディリトリーブ


